
　未来のやりたいことにたどり着くには、多くの選択肢があって、前に進みながらもワクワクする
方であるようにしたいと思いました。人生を振り返った時に自信を持てる生活をします。（１組）
　「分かれ道」を選ぶのは進路決定などの自分の人生を大きく左右するときのことだと思っていた
が、日々の生活にある些細なことを選択することも意味していると知ることができた。（４組）

学部別ガイダンス

　３月４日、岡山大学、兵庫県立大学、和歌山大学、関西大学、関西学院大学等の大学から教
授をお招きし、学部ごとにガイダンスを行っていただきました。
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バリア体験

　３月５日、障害および高齢化社会への理解と共感を深め、バリアについて考える機会をつく
ることを目的にバリア体験学習を行いました。２クラスごとに分かれ、車いすバスケットボー
ル体験、アイマスク体験、点字体験、そして講義棟で聴覚障害について卒業生による講義と手
話体験を行いました。

　聴覚障害については、そのとおりだと思うことがたくさんありました。去年まで通っていた聴覚
特別支援学校にもパトライトや廊下の曲がり角に鏡があり、机の配置もU字型でした。通っていた
学校でも、みんな手話でにぎやかに話していました。高校の同級生たちが手話を楽しみながらして
くれて嬉しかったです。（２組）

　４つのバリア体験を通して私が気付いたことが２つあります。１つ目は私の当たり前は他の人に
とっては当たり前ではないということです。自由に歩いたり、スポーツを楽しんだり、道を見て歩
いたり、文字を読んだりすることはすることは困難や苦労をしながら行っていることを改めて実感
しました。このことから自分の視点で他人の不自由なところを考えるのではなく、その人の気持ち
や助けてほしいところを想像して声掛けをしようと思いました。２つ目は障害をもっている人もそ
うでない人もみんな同じ人間で、違いは障害があるかないか「だけ」の話であることです。特別な
目で見るのではなく、同じ人間だという自覚をもって接することをみんなが意識できる世の中に近
づいてほしいと思いました。本当に貴重で学びのある４時間になりました。（６組）
　帰宅時におじいちゃんが前を歩いていました。今日の１時間目におもりやゴーグル、ヘッドフォ
ンをつけて高齢者疑似体験をしたことをふと思い出しました。普段はすっとぬかします。しかし、
今日はそんな気分ではありませんでした。少しの興味から同じ速度で歩いてみようという気持ちに
なりました。するとびっくり。思っていたよりもゆっくり歩いていることに気付くことができまし
た。年をとると視野も狭くなると聞いたなと思いました。ゴーグルをして教室を歩いたとき、上も
下も私が見ている視野より狭かったので花壇に咲いている花とかを見ながら歩いているのかな、下
ばかり見ていると溝ばかりで方向感覚がおかしくなりそうだななどと考えながら帰宅するのは、い
つもと違う帰り道のように思いました。パラスポーツ体験の最後に事故により下半身が動かなくな
った方のお話を聞く時間がありました。足を動かすことが出来ていたのはその人が学生のときで
す。「学生のとき、もっと一生懸命に何でもすればよかった。」その言葉が心に響きました。（７組）

　車いすバスケの体験をさせてくれた人の「障害のある人への工夫は色々あるけれど、大切なのは
声をかけること」という言葉が１番心に残っている。たとえ何か申し出て断られても、それは恥ず
かしいことではないというのは、今まで何か言おうかな、でも邪魔になるかもしれないと尻込みし
ていた自分にすごく刺さった。これからは断られることを気にするよりも、本当に困っている人を
助けられない状況になることを心配する方がはるかに大切だと分かった。（８組）

企業経営者講演会「分かれ道の選び方」

　３月２日、商社マンや高校教諭を経て農家に転職したイチゴベー
ス代表構 真吾様より講演をいただきました。

みんなの感想

みんなの感想

　皆さんが入学して、１年が経ちました。
　１年間、勉強、部活動、学校行事など前向きに学校生活に取り組めていた人が多くいて嬉
しく思っています。ただ、まだまだしんどいこと、苦手なことからは簡単に逃げてしまう人
も見受けられます。２年後の受験はどれだけ勉強してきたかで決まると考えているかもしれ
ませんが、実際にはそれだけでは決まりません。“不安や上手くいかないことから、自分を信
じてどれだけ正面から立ち向かえるか”が、かなり重要になります。２年生では「しんどい
な」「いやだな」をみんなで乗り越えられるような集団になりましょう。
　また、みんなの丁寧な挨拶、しっかりと清掃が出来るところ、とても素敵です。きっと小
さい頃からおうちの方々に当たり前のことを当たり前に出来るように
育ててもらっていた証でしょう。素直であるからこそ、学年の先生方
を中心に周りの大人たちもこの子たちのためなら、頑張ってあげよう
という気持ちになります。ちなみに親は素直でなくても支えてくれる
かもしれません。それに甘えすぎることのないようにしてください。
　一方で、入学当初から伝えている考える力と自分で勉強する時間を
持つということは、まだまだ物足りなく感じています。２年生でのさ
らなる飛躍を期待しています。

以上、１回生の１年間を私なりに振り返りました。
下級生に優しく、模範となるような立派な２年生を目指しましょう。



４月の予定

８日（水）　大掃除、着任式、始業式、LHR
９日（木）　１限　対面式・生徒総会　２限　LHR　
　　　　　   ３～６限　授業
10日（金）　１～４限　授業　５,６限　離任式
13日（月）　スタディサポート
14日（火）　身体測定
21日（火）　教育相談　
23日（木）　校外学習　
27日（月）　耳鼻科検診
28日（火）　尿検査
29日（水）　昭和の日
30日（木）　７限　防災訓練

English部門

古タン部門

数学部門
海稜フィールズ賞（小テスト平均10点以上）
春山　夢佳、松原　永和（１組）
田中　海里（３組）
太夫本　壮介、山室　槙之介（４組）
嵐　実夢、東岸　吹寧（５組）
西尾　咲紀、松下　織都（６組）
大須賀　祐輝、河端　留佳、栗岡　綜真、
千田　優奈、都築　照史（７組）

大小テスト
otohiko賞

～大小テスト ３教科総合得点
 

























クラス平均～

第１位　222.3 point　１－５
第２位　215.6 point　１－６
第３位　206.4 point　１－８

  サッカー
優勝　　１年７組
準優勝　２年４組

  ドッヂボール
優勝　　２年２組
準優勝　２年１組

  バレーボール
優勝　　１年３組
準優勝　１年６組

　総合順位
優勝　　２年４組
準優勝　１年７組
３位　　２年２組

古単繚乱賞（小テスト全８回満点）
安並杏真（２組）
竹内芽依、田中海里、舞田ひなの（３組）
榊原優衣、佐藤悠斗、深谷咲穂（４組）
桐山玲奈（５組）
渡邊実菜（８組）

第１位 98点　敷谷　誉玲（1組）
第２位 97点　嵐　実夢、東岸　吹寧（5組）
第４位 96点　武部　愛弥（2組）、南　裕真（5組）
第６位 95点　今川　澪（1組）、中山　孝太（5組）
　　　　   多田　健流（6組）、山名　莉愛（7組）
第10位 94点　宗保　来乃羽（3組）、山室　槙之介（4組）
　　　　　神吉　理香子、栗岡　綜真、千田　優奈（7組）

第１位 94点　東岸　吹寧（5組）、中堀　智司（6組）
第３位 93点　春山　夢佳（1組）、多田　健流（6組）
第５位 89点　河端　留佳（7組）
第６位 88点　小西　陽菜（6組）、中村　優希（8組）
第８位 86点　西森　真央（5組）、二本森　匠真（7組）

第１位100点　伊勢田　梨央奈、敷谷　誉玲（１組）
　    　　　　小松　愛寿（３組）、山室　槙之介（４組）
　　　 　　　東岸　吹寧、速水　鈴音、樋口　綾、
　 　　　　　藤井　リク（５組）磯田　いつき、
 



















笹山　結加、橋口　叶希、松下　織都、
　              　山田　みな実（６組）、河端　留佳（７組）
 

　 　　　　中村　優希、藤岡　咲々愛、
　　　　　 　山口　依吹（８組）

敷谷　誉玲（１組）
日下　優、武部　愛弥、藤本　如花（２組）
嵐　実夢、蒲生　千歩、駒田　壮真、
東岸　吹寧、速水　鈴音（５組）
中堀　智司、西尾　咲紀、
松下　織都（６組）
河端　留佳（７組）

outstanding賞（GPA over
3.5point
）

球技大会

　３月17日、絶好の行楽日和の中、球技大会が開催されました。男子はサッカー、女子はドッ
ヂボールとバレーボールを行いました。今回は２年生とも戦いましたが、２年生にも負けないほ
ど１年生も頑張りました。白熱した戦いがあちらこちらで見られました。

人気コーナー　otohikoの３学期

　体育の長距離走、みんな最後までよく頑張りました！担任の先生方
も一緒に走ってくれましたね！私もみんなと一緒に走って苦しかった
けど、走りきれたことが気持ちよかったです。
　２枚目は初めて追いかける側になった隊長otohiko。３枚目はヘビ
と戯れるotohikoです。

交通機動隊　自転車交通安全講演会

　３月10日、朝から警察、はばたんによる登校指導を行っていただき、講義棟で自転車への青
切符の導入と交通ルール周知について講習をいただきました。代表で７組 開發
悠晴さんが謝
辞を述べました。その後、外に出て、交通機動隊による白バイ走行パフォーマンスを見させて
いただきました。最後に遅れて隊長も到着され、ありがたいお話をいただきました。

　１年間取り組んできた国・数・英の小テストの総まと
めとして、　  小テストを行いました。表彰を受けたク
ラス・生徒以外でも、少しずつ意識を変えていき成績
が向上していったクラスや生徒がいます。２年生で
も、引き続き頑張りましょう！

大
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